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九
．
遍
照
寺
諸
堂
を
め
ぐ
る
寛
朝
僧
正
の
事
績

　

本
稿
は
、
前
稿
（
成
田
山
仏
教
研
究
所　

紀
要　

第
三
十
七
、
第
三
十
八
、
第
三
十
九
号
所
収
）
の
拙
論
の
続
篇
で
あ
る
。

遍
照
寺
の
諸
堂
と
関
連
事
績

　

前
述
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
寛
朝
僧
正
は
仁
和
寺
の
寺
域
内
に
あ
っ
た
自
ら
の
住
坊
の
地
を
、
御
願
寺
建
立
の
意
向
の
あ
っ
た
円





三
七

寛
朝
僧
正
の
事
績
に
つ
い
て
（
四
）

　

他
の
建
造
物
と
し
て
は
、
観
音
堂
と
灌
頂
堂
が
建
立

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
観
音
堂
に
つ
い
て
は
、
心
覚

（
一
一
一
七
〜
一
一
八
〇
）に
よ
っ
て
承
安
年
間（
一
一
七
一

〜
七
五
）に
完
成
し
た
と
さ
れ
る『
別
尊
雑
記
』（
全
五
七
巻
）

第
一
九
巻
の
「
十
一
面
」
に
関
す
る
勝
定
房
惠
什
の
項
の

裏
書
（
一
三
五
）
の
初
め
に
、「
遍
照
寺
觀
音
堂
等
身
十
一

面
像
。
巡
頭
十
面
。
頂
上
佛
面
也
。
二
臂
像
也
。◯143」
と
あ

り
、
こ
の
十
一
面
観
音
像
は
二
臂
の
等
身
大
の
像
で
、
広

沢
池
の
南
方
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
程
の
地
に
あ
る
、
現
在
の

遍
照
寺
に
本
尊
と
し
て
現
存
し
て
お
り
、
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
観
音
堂
の
あ
っ
た
場
所
に
つ
い
て
は
、
江
戸
時
代

の
地
誌
家
大
島
武
好
（
一
六
四
一
〜
一
七
一
〇
）
撰
述
の

宝
永
二
（
一
七
〇
五
）
年
の
序
の
あ
る
、『
山
城
名
勝
志
』

（
正
徳
元
年
一
七
一
一
刊
）
巻
之
九
「
遍
照
寺
」
の
項
の

下
に
小
字
二
行
割
書
で
、「
拾
芥
抄
廣
澤
僧
正
造
地マ
マ

土
人

云
舊
跡
在
二
廣
澤
池
西
北
一
池
西
側
有
二
釣
殿
名
一
池
中
西

Ⓜ 広沢遍照寺多宝塔跡の石標
　 遍照寺多宝塔の建立場所は不明であったが、京都市の発掘によって、遍照
寺山の山裾が広沢池の水際にせまるこの地にあったことが判明している。
『日本紀略』や『百錬抄』によれば、正暦 3年（992）5 月 1日に遍照寺
塔の落慶供養が行われたことが記されており、『伝燈広録』にはこの塔が多
宝塔であったと記している。



三
八

方
有
二
觀
音
堂
島
一
古
自
二
遍
照
寺
一
此
島
有
レ
橋
此
堂

本
尊
十
一
面
像
今
在
二
池
裏
村
草
堂
一
弘
法
大
師
作
云

又
有
二
不
動
地
蔵
等
一
是
皆
遍
照
寺
古
佛
也
◯144」

と
記

し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
広
沢
の
池
の
西
側
の
池
中
に
観
音

堂
島
が
あ
り
、
遍
照
寺
の
方
か
ら
架
橋
さ
れ
て
い

て
、
此
地
の
お
堂
の
本
尊
が
十
一
面
観
音
像
で
、
こ

の
像
が
広
沢
の
池
の
南
方
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
程
の
所

に
あ
る
現
在
の
遍
照
寺
の
本
尊
と
し
て
奉
安
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
観
音
堂
は
こ
の
島
に
建

立
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

現
在
も
池
の
西
側
の
池
中
に
小
島
が
あ
り
弁
才

（
財
）
天
が
祀
ら
れ
て
い
る
が
、
当
時
は
も
う
少
し
大

き
く
、
お
堂
が
建
立
で
き
る
よ
う
な
島
で
あ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。（
写
真
Ⓝ
）

Ⓝ 広沢の池の観音堂島
　 秋
あき

里
ざと

籬
り

島
とう

著の『都
みやこ

名所図会』では観音島とあって、「池の乾
いぬい

にあり。いにし
へ遍照寺よりこの嶋に橋ありて、観音堂あり。」と記されている。池の北西
の位置に観音島が存在し、この島に遍照寺境内から架橋されていて、観音
堂が建てられていたとのべている。現在も池の西側に小島があるが、本当
に観音堂があったのかと疑われる程狭く、今は水と関わりがある弁才天を
祀る祠がある。
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癘れ
い

）
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供
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さ
ら
に
こ
の
『
山
城
名
勝
志
』
の
部
分
に
は
、
十
一
面
観
音
像
の
他
に
不
動
明
王
像
や
地
蔵
菩
薩
像
等
が
あ
る
と
記
し
て
お
り
、
不
動

明
王
像
も
現
在
の
遍
照
寺
に
現
存
し
、
本
尊
十
一
面
観
音
像
と
共
に
寛
朝
僧
正
に
よ
っ
て
遍
照
寺
が
創
建
さ
れ
た
頃
に
造
立
さ
れ
た
像
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
不
動
明
王
像
の
写
真
が
、
学
研
の
神
仏
の
か
た
ち
シ
リ
ー
ズ
第
三
号
『
不
動
明
王
』
に
掲
出
さ
れ
て
お
り◯145、
そ
の
写
真
で
は
寛
朝

僧
正
以
来
の
護
摩
供
の
香
煙
や
積
年
の
黒
ず
み
に
よ
っ
て
、
全
体
が
黒
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
鼻
の
左
右
の
つ
け
根
、
眼
球
の
周

囲
、
小
鼻
と
左
右
の
頬
の
間
の
く
ぼ
み
等
の
狭
い
所
に
、
本
来
の
地
肌
の
赤
味
を
帯
び
て
い
る
の
が
見
ら
れ
、
身し
ん

色じ
き

が
赤
色
（
赤
黄
色
）

の
不
動
明
王
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

不
動
明
王
像
の
身
色
に
つ
い
て
は
、
普
通
に
我
々
が
拝
す
る
不
動
明
王
像
は
、『
大
毘
盧
遮
那
成
佛
經
疏
』
巻
第
九
息
障
品
第
三
に
、

「
此
不
動
明
王
本
漫
荼
羅
。
卽
是
三
角
漫
荼
羅
其
中
黑
色
是
也
。◯146」
と
あ
り
、『
金
剛
手
光
明
灌
頂
經
最
勝
立
印
聖
無
動
尊
大
威
怒
王
念
誦

儀
軌
法
品
』（『
不
動
立
印
軌
』
と
略
称
す
る
）
に
は
、「
作
怖
三
界
相　

其
身
遍
靑
色
◯147」

と
あ
り
、
ま
た
同
『
不
動
立
印
軌
』
に
、「
於
袈

裟
上
書　

應
作
靑
黑
色
◯148」

と
も
あ
り
、
黒
味
が
か
っ
た
青
色
の
像
の
造
立
が
多
い
。

　
『
不
動
立
印
軌
』
に
は
、
こ
の
よ
う
に
青
色
と
青
黒
色
の
像
が
説
か
れ
て
い
る
が
、
同
じ
『
不
動
立
印
軌
』
の
中
に
も
、「
刺
取
自
身
血　

畫
無
動
尊
像
◯149」

と
あ
り
、
行
者
自
身
の
血
液
で
不
動
明
王
像
を
画
く
こ
と
を
説
い
て
お
り
、
こ
れ
に
類
す
る
も
の
が
『
底ち

哩り

三
昧
耶
不
動

尊
聖
者
念
誦
秘
密
法
』（『
三
巻
底
哩
三
昧
耶
経
』
と
略
称
す
る
）
巻
下
に
、「
以
自
身
血
淡
作
色
。◯150」
と
あ
り
、
ま
た
『
底
哩
三
昧
耶
不
動

尊
威
怒
王
使
者
念
誦
法
』（『
不
動
使
者
念
誦
法
』
と
略
称
す
る
）
に
も
、「
以
自
己
血
淡
作
像
色
。◯151」
と
あ
っ
て
、
薄
い
赤
い
血
液
を
も
っ

て
画
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。



四
〇

　

ま
た
こ
の
『
不
動
使
者
念
誦
法
』
で
は
、「
四
面
四
臂
身
作
黄
色
。◯152」
と
も
あ
り
、『
三
巻
底
哩
三
昧
耶
経
』
巻
下
に
も
、「
身
作
黄
肉
色

四
面
上
下
出
牙
。◯153」
と
あ
り
、
こ
こ
で
は
不
動
明
王
の
身
色
を
黄
色
に
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

さ
ら
に
『
不
動
使
者
陀
羅
尼
秘
密
法
』（『
不
動
使
者
陀
羅
尼
法
』
と
略
称
す
る
）
に
は
、「
曲
眉
瞋
目
身
赤
黄
色
。
怒
状
。◯154」
と
あ
り
、

ま
た
同
じ
こ
の
『
不
動
使
者
陀
羅
尼
法
』
に
は
、「
當
畫
不
動
使
者
。
身
赤
黄
色
。◯155」
と
も
あ
り
、
赤
黄
色
の
身
色
の
不
動
明
王
像
を
説
い

て
い
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
不
動
明
王
の
身
色
は
、
黒
色
、
青
色
、
青
黒
色
、
赤
色
、
黄
色
、
赤
黄
色
な
ど
種
々
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

ま
た
『
聖
無
動
尊
安
鎮
家
国
等
法
』（『
不
動
安
鎮
軌
』
と
略
称
す
る
）
に
は
、「
其
兩
臂
身
倶
摩
羅
相
。
其
身
洪
滿
其
色
如
金
。◯156」
と
あ
っ

て
、
童
子
形
両
臂
金
色
の
身
相
と
さ
れ
、
こ
の
黄
金
像
（
黄
色
）
を
根
本
身
と
し
て
宮
中
に
安
置
し
、
一
般
の
民
家
に
も
不
動
明
王
を
安

置
さ
せ
、
さ
ら
に
「
其
八
方
鎮
處
卽
作
四
臂
大
嚴
忿
怒
身
。
紺
靑
色
洪
滿
端
嚴
。」
と
あ
り
、
八
方
に
鎮
処
を
定
め
て
四
臂
で
紺
青
色
の

不
動
明
王
像
を
奉
安
し
て
、
家
国
を
安
鎮
す
る
と
い
う
法
が
説
か
れ
て
お
り
、
黄
金
色
（
黄
色
）
の
像
と
紺
青
色
の
像
と
の
二
種
の
身
色

の
像
が
見
ら
れ
る
。

　

こ
こ
で
は
祈
願
の
意
趣
に
よ
っ
て
、
本
尊
と
す
る
不
動
明
王
像
の
身
色
の
異
な
る
こ
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
儀
軌
に
説
か
れ
て
い
る
と
こ

ろ
か
ら
知
ら
れ
る
。

　

い
ま
の
遍
照
寺
の
寛
朝
僧
正
造
立
と
さ
れ
る
赤
不
動
明
王
像
に
つ
い
て
は
、「
赤
不
動
は
広
沢
に
局か
ぎ
って
相
承
す
◯157」

と
い
わ
れ
る
よ
う
で

あ
り
、『
西
院
流
八
結
』
の
第
三
結

三
之
三
の
五
ノ
内
に
「

」
が
あ
り
、
広
沢
流
の
不
共
の
不
動
法
と
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
『
西
院
流
八
結
』
の
当
該
ヶ
所
に
は
、
出
典
と
し
て
「
使し

者し
ゃ

法ほ
う

に
出い

で
た
り
。」
と
あ
り
、
続
い
て
「
疫え
き

癘れ
い

の
祈い
の
りの
為た
め

に
専も
は

ら
之こ
れ

を
修し
ゅ

す
べ
し
。◯158」
と
あ
る
。



四
一

寛
朝
僧
正
の
事
績
に
つ
い
て
（
四
）

　

こ
れ
は
『
使
者
法
』
す
な
わ
ち
『
不
動
使
者
陀
羅
尼
秘
密
法
』
を
典
拠
と
し
、
疫
癘
と
い
わ
れ
る
悪
性
の
伝
染
病
を
鎮
静
す
る
祈
願
の

本
尊
と
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

疫え
き

癘れ
い

は
疫え

病や
み

と
も
い
わ
れ
、
赤
痢
・
疱ほ
う

瘡そ
う

（
天
然
痘
）・
流
行
性
感
冒
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
）・
赤あ
か

斑も

瘡が
さ

（
は
し
か
）・
瘧お
こ
り（
マ
ラ
リ
ア
）

な
ど
の
伝
染
病
全
般
を
い
っ
て
お
り
、
医
療
水
準
が
異
な
る
現
在
で
は
想
像
出
来
な
い
ほ
ど
の
猛
威
を
ふ
る
い
、
こ
の
時
代
に
は
、
そ
の

流
行
の
た
び
に
犠
牲
に
な
っ
て
亡
く
な
る
人
の
数
は
甚
大
で
あ
っ
た
。

　

特
に
寛
朝
僧
正
晩
年
の
正
暦
五
（
九
九
四
）
年
か
ら
、
翌
長
徳
元
年
に
わ
た
っ
て
の
疫
癘
の
流
行
は
甚は
な
はだ
し
か
っ
た
よ
う
で
、『
日
本

紀
略
』
の
同
年
の
記
録
の
大
半
は
、
こ
う
し
た
疾し
つ

疫え
き

に
関
す
る
記
事
で
七
月
の
項
の
末
尾
に
は
、「
◎
自
二
去
四
月
一
至
二
七
月
一。
京
師
死

者
過
半
。
五
位
以
上
六
十
七
人
。◯159」
と
あ
り
、
さ
ら
に
こ
の
年
の
項
の
末
尾
に
は
、「
◎
今
年
。
自
二
正
月
一
至
二
十
二
月
一。
天
下
疫
癘

盛
。
起
レ
自
二
鎮
西
一。
遍
二̶

滿
七
道
一。◯160」
と
あ
っ
て
、
疾
疫
が
九
州
で
始
ま
っ
て
全
国
に
広
ま
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
疾
疫
の
た
め
に
翌
年
二
月
に
長
徳
と
改
元
し
た
が
、
七
月
の
項
に
は「
今
年
自
二
四
月
一
至
二
五
月
一。
疾
疫
殊
盛
。
至
二
七
月
一

頗
散
。
納
言
以
上
薨
者
二
人
。
四
位
七
人
。
五
位
五
十
四
人
。
六
位
以
下
僧
侶
等
不
レ
可
二
勝
計
一。
但
不
レ
及
二
下
人
一。◯161」
と
記
さ
れ
て

お
り
、
五
月
頃
ま
で
は
猛
威
を
ふ
る
っ
て
お
り
、
七
月
に
な
っ
て
よ
う
や
く
鎮
静
し
た
が
、
こ
の
年
に
も
多
く
の
人
々
が
亡
く
な
っ
て
お

り
、
位
階
の
下
の
人
な
ど
は
あ
ま
り
に
多
勢
で
言
及
で
き
な
い
と
の
べ
て
い
る
。

　

そ
れ
で
は
こ
の
時
の
疫
癘
が
実
際
に
ど
の
よ
う
な
病
気
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
こ
の
疫
癘
が
前
年
の
流
行
に
引
き
続
い
て
い
る
こ
と

か
ら
、
正
暦
四（
九
九
三
）年
の『
日
本
紀
略
』を
見
る
と
、
六
月
の
末
の
項
に「
今
月
。
人
民
悉
咳
疫
。
五
六
月
間
。
有
二
咳が
い

逆ぎ
ゃ
く

疫の
え
き

一。◯162」と
あ
っ

て
咳
逆
疫（
流
行
性
感
冒
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
）が
蔓
延
し
て
お
り
、
八
月
十
一
日
の
項
に
は「
爲
下
慎
二
三
合
一（
陰
陽
道
で
大
凶
と
す
る
年
）

救
中
皰
瘡
之
患
上
也
。◯163」
と
あ
り
、
さ
ら
に
同
月
廿
一
日
の
項
に
「
紫
宸
殿
。
建
禮
門
。
朱
雀
門
大
祓
。
依
二
天
變

皰
瘡
一
也
。◯164」
と
あ
っ



四
二

て
、
七
月
八
月
の
頃
か
ら
は
疱
瘡
も
流
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
、
こ
れ
か
ら
見
れ
ば
こ
の
時
の
疫
癘
は
流
行
性
感
冒
と
疱
瘡
が
同

時
に
襲
っ
て
き
た
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
時
の
疾
疫
は
お
よ
そ
二
年
に
わ
た
っ
て
蔓
延
し
、
栄
養
状
態
も
衛
生
状
態
も
医
療
状
態
も
悪
か
っ
た
こ
の
頃
に
は
、
大
流
行
す
る

こ
と
に
な
り
、
そ
の
犠
牲
に
な
っ
た
人
は
、『
本
朝
世
紀
』
正
暦
五
年
五
月
三
日
の
項
に
は
「
京
中
堀
水
溢
。
檢
非
違
使
等
召
二̶

仰
看
督
長

等
一
掻
二̶

流
京
死
人
一。◯165」
と
あ
る
よ
う
に
、
堀
に
屍
骸
が
水
葬
さ
れ
、
そ
れ
が
あ
ま
り
に
多
す
ぎ
て
流
れ
を
せ
き
止
め
て
水
が
溢
れ
出
し

た
の
で
、
京
中
の
警
備
に
あ
た
っ
て
い
た
検
非
違
使
の
職
員
の
看か

督ど
の

長お
さ

な
ど
に
、
屍
骸
を
掻
き
流
さ
せ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
い
う　

真
に

悲
惨
な
状
況
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
時
の
疾
疫
の
流
行
に
は
寛
朝
の
兄
弟
も
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
。

　
『
百
錬
抄
』第
四
の
長
徳
元（
九
九
五
）年
五
月
八
日
の
項
に
は
、「
關
白
右
大
臣
道
兼
薨
。
今
日
。
左
大
臣
重
信
同
薨
歟
。
四
五
月
之
間
。

疫
疾
殊
盛
。
納
言
巳
上
薨
者
八
人
。
關
白
道
隆
。
道
兼
。
左
大
臣
重
信
。
大
納
言
濟
時
。
朝
光
。
道
頼
。
中
納
言
保
光
。
伊
渉
等
也
。
又

四
位
五
位
侍
臣

六
十
余
人
。
至
二
于
七
月
一
漸
散
。◯166」
と
あ
り
、
七
月
に
な
っ
て
よ
う
や
く
鎮
静
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
中
の
重
信

は
寛
朝
僧
正
の
弟
で
あ
る
。

　

同
じ
寛
朝
僧
正
の
弟
で
重
信
の
兄
で
あ
っ
た
源
雅
信
が
正
暦
四
年
七
月
二
十
九
日
に
亡
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
情
況
部
分

を『
日
本
紀
略
』後
篇
九
の
当
該
部
分
で
見
る
と
、『
○
廿
六
日
壬
子
。
從
一
位
左
大
臣
源
朝
臣
雅
信
落
餝
入
道
。年
七
十
四
。

法
名
覺
貞
。
○
廿
七
日
癸
丑
。

相
撲
召
合
。
依
二
入
道
左
大
臣
病
一
無
二
音
樂
一。
○
廿
八
日
甲
寅
。
追
相
撲
。
○
廿
九
日
乙
卯
。
入
道
左
大
臣
源
朝
臣
雅
信
薨
。◯167』と
あ
り
、

雅
信
は
病
い
に
伏
せ
て
い
て
一
念
発
起
出
家
し
た
が
、
三
日
後
に
病
没
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

　

時
期
的
に
見
て
、
こ
の
雅
信
の
病
い
も
疫
病
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
、
二
人
の
弟
が
同
じ
疫
病
で
亡
く
な
っ
た
こ
と
に
な
り
、
寛
朝



四
三

寛
朝
僧
正
の
事
績
に
つ
い
て
（
四
）

僧
正
と
し
て
も
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
手
を
拱こ
ま
ねい
て
い
る
わ
け
に
は
ゆ
か
ず
、『
不
動
使
者
陀
羅
尼
秘
密
法
』
に
「
復
次
依
二
護
摩
法
一。

杓
子
盛
二
牛
乳
一
一
呪
一
燒
。
如
レ
是
滿
二
一
千
遍
一。
能
除
二
國
中
大
疫
癘
一
也
。◯168」
と
あ
る
所
説
に
し
た
が
っ
て
、
赤
黄
色
の
身
色
の
不
動

尊
像
を
造
立
し
、
本
尊
と
し
て
疾
疫
平
癒
の
護
摩
供
を
修
し
た
と
考
え
ら
れ
、
長
徳
元
（
九
九
五
）
年
の
七
月
に
は
こ
の
疫
病
も
よ
う
や

く
終
息
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
不
動
堂
或
は
護
摩
堂
も
建
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
流は
や
り
や
ま
い

行
病
か
ら
逃
れ
よ
う
と
す
る
都
の
人
達
か
ら
崇
敬
さ
れ
た

と
思
わ
れ
、『
山
城
名
勝
志
』
に
は
地
蔵
菩
薩
も
奉
安
さ
れ
て
い
た
と
あ
り◯169、
地
蔵
堂
も
建
立
さ
れ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。

灌
頂
堂
と
伝
法
灌
頂
授
法

　

遍
照
寺
で
伝
法
灌
頂
が
行
わ
れ
た
記
録
が
以
下
の
灌
頂
受
者
の
受
法
道
場
の
と
こ
ろ
に
記
さ
れ
て
お
り
、
遍
照
寺
灌
頂
堂
の
名
前
も
見

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
以
上
の
諸
堂
の
他
に
灌
頂
堂
も
建
立
さ
れ
て
い
た
事
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　

遍
照
寺
開
山
の
寛
朝
僧
正
自
身
は
寛
空
僧
正
（
八
八
四
〜
九
七
二
）
か
ら
伝
法
灌
頂
を
受
法
し
て
お
り
、
こ
の
時
の
受
法
に
つ
い
て
は

行
事
役
と
し
て
勤
仕
し
て
い
た
仲
増
に
よ
っ
て
記
録
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
時
の
盛
儀
の
様
子
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
は
以

後
の
庭
儀
伝
法
灌
頂
奉
修
の
規
範
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　

仲
増
の
記
録
の
外
題
に
は
、「
受
学
両
部
大
灌
頂
行
事
日
記
仲
増
草
」
と
あ
り
、
始
に
「
天
暦
二
年
歳
次
戊
申
五
月
九
日
丁
巳
角
宿
日
曜

直
以
仁
和
寺
法
皇
御
室
為
灌
頂
堂
円
堂
律
師
寛
空
為
大
阿
闍
梨
一
品
式
部
卿
宮
法
孫寛
朝王
受
学
両
部
大
灌
頂
行
事
日
記
◯170」

と
あ
っ
て
、
続
い

て
昼
の
儀
式
、
夜
の
儀
式
、
明あ
く
る
ひ日
の
儀
式
と
し
て
、
こ
の
時
の
灌
頂
全
体
の
配
役
か
ら
儀
式
の
流
れ
が
克
明
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

寛
朝
僧
正
か
ら
両
部
の
伝
法
灌
頂
を
授
け
ら
れ
た
受
法
者
に
つ
い
て
、
広
沢
西
院
流
元
瑜
方
の
祖
元
瑜
（
一
二
二
八
〜
一
三
一
九
）
の



四
四

『
血
脈
類
集
記
』
第
三
「
大
僧
正
寛
朝
」
の
項
下
に
、
細

字
の
二
行
割
書
で
「
付
法
十
七
人
。◯171」
と
あ
り
、
撰
者
未

祥
の
『
野
沢
血
脈
集
』
巻
第
三
で
は
、「
付
法
十
八
人
◯172」

と
し
て
、
い
ず
れ
も
そ
の
受
者
の
名
前
を
あ
げ
、
灌
頂
が

行
わ
れ
た
道
場
が
何
処
で
あ
っ
た
か
も
記
さ
れ
て
い
る
。

　

次
に
そ
の
『
血
脈
類
集
記
』
を
主
と
し
て
、『
野
沢
血

脈
集
』
を
合
わ
せ
て
見
る
な
ら
ば
、
寛
朝
僧
正
の
弟
の
雅

慶
僧
正
（
九
二
六
〜
一
〇
一
二
）
は
、
圓
融
院
の
真
言
堂

で
永
観
二
（
九
八
四
）
年
十
二
月
二
十
日
に
受
法◯173、

（
極
）内
供（
九
八
五
頃
）は
そ
の
翌
年
の
永
観
三（
九
八
五
）

年
二
月
十
五
日
に
圓
融
院
真
言
堂
（
或
説　

圓
堂
院
）
で
受
法◯174、
圓

融
法
皇
は
永
延
二
（
九
八
八
）
年
八
月
三
日
圓
融
寺
で
金

剛
界
大
法
（
供
養
法
）
を
、
同
月
二
十
八
日
に
落
成
前
の

遍
照
寺
で
胎
蔵
法
（
供
養
法
）
を
伝
授
さ
れ
、
翌
年
の
永

延
三
（
九
八
九
）
年
三
月
九
日
に
東
寺
灌
頂
院
（
写
真
Ⓞ
）

で
両
部
伝
法
灌
頂
職
位
を
受
法
し
て
い
る◯175。

　

圓
融
上
皇
は
、
こ
れ
に
先
立
っ
て
寛
和
二
（
九
八
六
）

Ⓞ 東寺（教王護国寺）灌頂院
　 東寺は平安京遷都にともなって西寺と共に建立された官寺で、弘仁 14
年（823）に弘法大師空海に嵯峨天皇から勅賜された。東寺で最初に灌
頂が行われたのは承和 10年（843）で、それまでに実恵僧都によって
灌頂堂は完成していたのであろうが、幾度かの災害に遇い、現在の灌頂
院は寛永 10年に建立されたものである。正月に宮中で行われていた御
七日御修法も明治 16年からは、この道場で奉修されている。



四
五

寛
朝
僧
正
の
事
績
に
つ
い
て
（
四
）

年
僧
侶
と
な
る
た
め
に
、
奈
良
南
都
東
大
寺
に
お
い

て
東
大
寺
別
当
で
あ
っ
た
寛
朝
僧
正
を
戒
師
と
し
て

受
戒
し
て
お
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
『
東
大
寺
要
録
』

巻
第
九
「
雜
事
章
第
十
之
三
」
の
「
太
上
法
皇
御
受

戒
記
圓
融
院
」
に
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
記
録
は
「
寛
和
二
年
三
月
十
九
日
丁
亥
。
天

晴
。
申さ
る

剋
自
二
圓
融
寺
一
遷
二̶

御
于
仁
和
寺
内
觀
音
院
一。

◯176」
で
始
ま
り
、
二
十
一
日
の
早
朝
に
仁
和
寺
西
門
か

ら
唐か
ら

車ぐ
る
まで
出
発
し
て
い
る
。

　

途
中
宇
治
に
午う
ま

時
頃
に
到
着
し
、
寛
朝
僧
正
の
実

弟
大
納
言
源
重
信
の
山
荘
で
昼
食
、
こ
の
山
荘
は
後

に
藤
原
道
長
の
所
有
と
な
り
、
更
に
そ
の
後
藤
原
頼

通
に
よ
っ
て
平
等
院
が
建
立
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

未
ひ
つ
じ

時
に
宇
治
を
発
っ
て
酉と
り

刻
に
東
大
寺
に
到
着
し
、

戒
壇
院
（
写
真
Ⓟ
）
に
入
ら
れ
た
。

　

翌
日
二
十
二
日
に
戒
壇
院
に
て
具
足
戒
を
、
戒
和

尚
で
あ
る
寛
朝
僧
正
よ
り
受
戒
、
羯こ
ん

磨ま

師し

は
元げ
ん

杲ご
う

大

Ⓟ東大寺戒壇院
　 日本に仏教の戒律の伝統を伝えた鑑真和上（688 ～ 763）は、天平勝
　 宝 5年（753）12 月 20 日に九州の秋

あき

妻
め

屋
や

浦に到着し、翌年 2月 4日
に平城宮に入り、同年 4月と翌年にわたって大仏殿前に戒壇を設けて
授戒を行った。戒壇院は大仏殿の西方 150 メートル程の位置に 755 年
10 月 13 日に創建され、鑑真は翌年大僧都に任ぜられ、その翌年水田
百町と新田部親王の旧宅が施与され唐招提寺を建立した。現在の東大寺
戒壇院は、享保 18年（1733）2月に建立されたといわれる。



四
六

僧
都
、
教
授
師
は
真
喜
權
律
師
で
あ
っ
た
。

　

二
十
三
日
戌い
ぬ

時
に
圓
融
寺
に
還
御
さ
れ
た
。

　

寛
朝
僧
正
の
甥
（
弟
源
雅
信
の
三
男
）
に
あ
た
る
北
院
濟さ
い
し
ん（
せ
い
じ
ん
）

信
大
僧
正
（
九
五
四
〜
一
〇
三
〇
）
は
、
永え
い

祚そ

元
（
九
八
九　

永

延
三
年
八
月
八
日
永
祚
と
改
元
）
年
十
二
月
二
日◯177に

林
寺
深
覚
大
僧
正
（
九
五
五
〜
一
〇
四
三
）
と
共◯178に
遍
照
寺
灌
頂
堂
で
受
法
し
、

清
壽
僧
都
（
九
五
九
〜
一
〇
一
六
）、
忠
圓
、
明
信
、
雅
守
、
頼
算
の
五
師
は
、
濟
信
、
深
覚
両
師
受
法
の
二
日
後
の
十
二
月
四
日
に
遍

照
寺
灌
頂
堂
で
灌
頂
受
法
し◯179、
裏
書
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、「
或
血
脈
云
」
と
し
て
盛
算
、
一
道
の
二
師
も
、
こ
の

同
日
に
受
法
し
た
と
さ
れ
て
い
る◯180。

　

開
田
院
親
代
阿
闍
梨
は
、
永
祚
二
（
九
九
〇
）
年
十
二
月
九
日
遍
照
寺
灌
頂
堂
で◯181、
朝
壽
律
師
は
正
暦
二
（
九
九
一
）
年
十
二
月

二
十
二
日
仁
和
寺
圓
堂
で
受
法
し◯182、
覚
縁
は
長
徳
三
（
九
九
七
）
年
十
月
三
日
に
遍
照
寺
灌
頂
堂
で
受
法
し◯183た
と
あ
る
が
、
裏
書
に
記
さ

れ
て
い
る
と
さ
れ
る
記
事
に
は
、「
親
代
。
中
引
。
覺
縁
。
安
救
右
四
人
。
永
祚
二
年
十
二
月
九
日
畢
宿

金
曜
於
二
遍
照
寺
灌
頂
堂
ニ一
受
ク二
同
ク
職

位
ヲ一
◯184」

と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
か
ら
見
る
な
ら
ば
、
寛
朝
僧
正
の
十
七
人
の
付
法
の
中
で
、
十
三
人
が
遍
照
寺
の
灌
頂
堂
で
伝
法
灌
頂
職
位
を
、
寛
朝
僧
正
か
ら

授
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

永
祚
元
（
九
八
九
）
年
十
月
二
十
六
日
に
遍
照
寺
が
落
成
し
て
か
ら
後
は
、
当
然
の
事
な
が
ら
遍
照
寺
の
灌
頂
堂
が
多
く
使
用
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
灌
頂
授
法
の
中
で
圓
融
法
皇
が
、
遍
照
寺
落
成
の
十
ヶ
月
前
の
永
延
二
（
九
八
八
）
年
八
月
二
十
八
日
に
、
そ
の
遍
照
寺
で
寛
朝

僧
正
か
ら
胎
蔵
法
の
供
養
法
を
受
法
し
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る◯185。
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こ
の
こ
と
は
前
に
も
何
度
か
触
れ
た
の
で
あ
る
が
、
花
山
法
皇
の
御
願
寺
と
し
て
遍
照
寺
が
建
立
さ
れ
る
以
前
か
ら
、
こ
の
地
に
皇
室

関
係
者
か
貴
族
（
お
そ
ら
く
皇
室
関
係
者
）
の
別
荘
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
そ
の
屋
敷
の
中
に
既
に
遍
照
寺
と
称
す
る
仏
堂
が
あ
っ
て
、
そ

の
お
堂
を
用
い
て
法
会
や
伝
授
が
行
わ
れ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。

　

こ
れ
を
証
明
す
る
記
事
と
し
て
、『
東
寺
長
者
補
任
』
の
「
永
觀
元
年
癸　

　

未
」
の
「
長
者
僧
正
寛
朝
。」
の
項
下
に
細
字
の
二
行
割
書
で
次

の
よ
う
に
あ
る
。

　
「
法
務
。
三
月
廿
三
日
圓
融
院
供
養
導
師
賞
。
賜
二
封
百
戶
一。
件
寺
地
元
僧
正
住
室
也
。
件
封
戶
申
二̶

宛
遍
照
寺
理
趣
三
昧
料
一。◯186」

　

永え
い

観か
ん

と
改
元
し
た
の
が
、
四
月
十
五
日
で
あ
る
か
ら
三
月
二
十
三
日
は
天
元
六
年
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
他
の
『
日
本
紀
略
◯187』『

扶

桑
略
記
◯188』『

仁
和
寺
諸
堂
記
◯189』

等
で
は
、
こ
の
供
養
が
行
わ
れ
た
の
は
二
十
二
日
と
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
時
の
供
養
法
会
の
導
師
を
勤
仕
し
た
こ
と
か
ら
封ふ

戶こ

百
戶
を
賜
わ
り
、
そ
れ
は
遍
照
寺
で
修
さ
れ
て
い
る
理
趣
三
昧
の
法
会
の
料

と
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
既
に
遍
照
寺
が
あ
っ
て
理
趣
三
昧
の
法
要
が
奉
修
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
こ
こ
に
も
圓
融
寺
の
寺
地
が
、
寛
朝
僧
正
の
住
室
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
永
観
元
年
の
時
期
で
あ
る
が
、
こ
れ
よ
り
も
遡
さ
か
の
ぼる
年
代
の
記
事
と
し
て
、『
血
脈
類
集
記
』
第
三
の
「
大
僧
正
寛
朝
」
の
項
の

終
り
の
方
の
裏
書
に
、「
或
記
ニ
云
。」
と
し
て

　
「
忠
救
入
寺　

忠
圓　

增
能　

仁
義　

興
極

　

右
康
保
二
年
十
二
月
十
日
庚
寅
觜
宿
水
曜　

於
二
遍
照
寺

　

御
念
誦
堂
一
傳
二
受
之
一
云
〻 

今
日
大
僧
正
以
二
同
印
信
一

　

授
二
與
之
一。
念
誦
初
佛
眼
眞
言
。
次
金
界
大
日
眞
言
。
次
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胎
藏
五
字
眞
言
。
次
不
動
眞
言
。
次
一
字
眞
言
。
念
誦

　

了
卽
印
信
甫ハ
シ
メ
テレ
自
二
忠
救
入
寺
一
一
々
傳
二
受
之
一
云
〻
◯190」

と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
で
は
康
保
二
（
九
六
五
）
年
十
二
月
十
日
に
寛
朝
僧
正
が
、
遍
照
寺
御み

念ね
ん

誦じ
ゅ

堂ど
う

で
忠
救
、
忠
圓
、
増
能
、
仁
義
、
興
極
の
五
人
に

対
し
、
両
部
の
灌
頂
を
授
与
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
前
の
永
観
元
年
よ
り
も
十
八
年
遡
る
記
事
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

な
お
こ
の
時
に
寛
朝
僧
正
が
受
者
に
授
け
た
印
信
が
、
そ
れ
以
後
に
も
灌
頂
授
法
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
記
し
て
お
り
、
こ
こ
に
記
さ

れ
て
い
る
印
信
が
、
同
様
に
用
い
ら
れ
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
永
祚
元
（
九
八
九
）
年
十
二
月
四
日
遍
照
寺
灌
頂
堂
で
清
壽
、
忠
圓
、

雅
守
、
頼
算
等
と
共
に
五
人
で
受
法
し
た
時
の
明
信
師
の
印
信
が
、
仁
海
僧
正
撰
述
の
『
小
野
六
帖
』
巻
第
一
の
末
尾
に
記
さ
れ
て
い◯191て
、

そ
れ
に
よ
っ
て
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
『
小
野
六
帖
』
の
撰
述
者
仁
海
僧
正
は
、
前
に
記
し
た
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
寛
朝
僧
正
の
弟
子
の
よ
う
な
存
在
で
、
寛
和
二

（
九
八
六
）
年
に
東
寺
入
寺
と
な
っ
て
い
る◯192が
、
そ
れ
は
東
寺
長
者
で
あ
っ
た
寛
朝
僧
正
の
推
挙
が
あ
っ
て
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
た
が
っ
て
寛
朝
僧
正
が
伝
法
灌
頂
を
奉
修
す
る
時
に
は
、
当
然
勤
仕
し
て
助
法
し
て
い
た
と
思
わ
れ
、
灌
頂
道
場
に
出
入
す
る
助
法

僧
は
、
前
も
っ
て
印
可
を
受
け
て
お
り
、
明
信
が
永
祚
元
（
九
八
九
）
年
十
二
月
四
日
に
灌
頂
受
法
し
た
時
の
印
信
を
仁
海
僧
正
が
記
憶

し
て
い
て
、『
小
野
六
帖
』
に
記
し
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
く
、
か
え
っ
て
仁
海
僧
正
と
寛
朝
僧
正
と
の
交
流
の
深
さ
を
証
明

し
て
く
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

寛
朝
僧
正
の
最
初
の
伝
法
灌
頂
奉
修
と
考
え
ら
れ
る
、
康
保
二
年
の
遍
照
寺
御
念
誦
堂
で
の
伝
法
灌
頂
が
、
実
際
に
行
わ
れ
て
い
た
の

で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
寛
朝
僧
正
が
五
十
歳
の
時
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ
の
頃
に
は
既
に
遍
照
寺
の
前
身
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
御
念
誦
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堂
が
、
存
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

圓
融
法
皇
が
落
慶
の
一
年
前
に
、
寛
朝
僧
正
か
ら
胎
蔵
法
の
供
養
法
を
伝
授
さ
れ
た
の
も
、
こ
の
御
念
誦
堂
で
あ
っ
て
、
こ
う
し
た
こ

と
か
ら
遍
照
寺
は
花
山
法
皇
の
御
願
寺
と
し
て
全
く
新
し
く
建
立
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
以
前
か
ら
あ
っ
た
遍
照
寺
を
圓
融
法
皇
の
肝
入

り
で
、
花
山
法
皇
の
御
願
寺
と
し
、
そ
れ
に
見
合
う
よ
う
に
金
堂
や
多
宝
塔
等
の
諸
堂
を
建
立
し
て
、
寺
観
を
整
備
し
た
も
の
と
見
る
こ

と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
も
既
に
前
に
触
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
寛
和
元
（
九
八
五
）
年
三
月
十
六
日
（
四
月
二
十
七
日
寛
和
と
改
元
し
て
お
り
、
三
月

十
六
日
は
永
観
三
年
）
に
圓
融
上
皇
が
西
山
に
花
見
に
出
か
け
た
時
に
、
寛
朝
僧
正
の
山
荘
で
朝
あ
さ
の

膳お
も
のを
召
し
上
が
ら
れ
た
が◯193、
そ
の
山
荘

は
こ
の
遍
照
寺
の
地
と
思
わ
れ
、
胎
蔵
法
の
供
養
法
伝
授
の
三
年
前
の
こ
と
に
な
る
。

　

そ
れ
な
ら
ば
、
こ
の
御
念
誦
の
あ
っ
た
遍
照
寺
を
屋
敷
の
中
に
建
立
す
る
別
荘
を
所
有
し
て
い
た
者
は
誰
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と

に
な
る
が
、
そ
れ
は
宇
多
天
皇
の
第
八
皇
子
で
、
寛
朝
僧
正
の
父
親
で
あ
っ
た
敦
実
親
王
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

寛
朝
僧
正
の
父
親
で
あ
る
敦
実
親
王
（
八
九
三
〜
九
六
七
）
に
つ
い
て
も
、
前
に
触
れ
た
と
こ
ろ
で◯194、
宇
多
天
皇
（
八
六
七
〜

九
三
一
、
在
位
八
八
七
〜
八
九
七
）
の
第
八
皇み

子こ

、
母
親
は
藤
原
高
藤
（
八
三
八
〜
九
〇
〇
）
の
娘
の
胤い
ん

子し

で
、
醍
醐
天
皇
（
八
八
五
〜

九
三
〇
、
在
位
八
九
七
〜
九
三
〇
）
の
同
母
弟
で
あ
る
。

　

寛
平
五
（
八
九
三
）
年
に
誕
生
し
、『
扶
桑
略
記
』
第
二
三◯195に
よ
れ
ば
延
喜
七
（
九
〇
七
）
年
十
一
月
二
十
二
日
に
十
五
歳
の
時
、
宇

多
院
に
お
い
て
元
服
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
叙
品
、
封
禄
が
あ
っ
た
。

　

六
条
式
部
卿
宮
と
称
さ
れ
、
六
条
に
屋
敷
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
六
条
左
京
の
四
坊
に
は
嵯
峨
天
皇
の
皇
子
で
河
原
左
大
臣
と
も
い
わ
れ
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た
源
融と
お
る（
八
二
二
〜
八
九
五
）の
河
原
院
が
あ
り
、
源
融
か
ら
息
子
の
源
昇
に
伝
領
さ
れ
、
そ
れ
が
敦
実
親
王
の
父
宇
多
法
皇（
寛
平
法
皇
）

に
寄
進
さ
れ
、
六
条
院
と
号
し
て
法
皇
の
御
所
と
な
っ
て
お
り◯196、
第
八
皇
子
で
あ
っ
た
敦
実
親
王
も
こ
の
近
く
に
居
宅
を
構
え
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
六
条
左
京
四
坊
四
町
に
は
、
敦
実
親
王
の
祖
父
の
光
孝
天
皇
（
八
三
〇
〜
八
八
七
、
在
位
八
八
四
〜
八
八
七
）
の
御
所
が
あ
っ
た

と
の
伝
承
も
あ
る
よ
う
で◯197、
ま
た
敦
実
親
王
の
四
男
源
重
信
も
六
条
左
大
臣
と
い
わ
れ
、
六
条
に
住
し
て
お
り
、
そ
の
居
宅
は
父
親
か
ら

伝
領
し
た
と
考
え
ら
れ
、
敦
実
親
王
は
六
条
に
住
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
八
条
宮
と
も
い
わ
れ
、
八
条
に
邸
宅
が
あ
っ
た
か
も
知

れ
な
い
が
、
右
の
よ
う
な
情
況
か
ら
見
れ
ば
、
六
条
が
主
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

敦
実
親
王
は
若
い
時
か
ら
石
清
水
八
幡
神
へ
の
信
仰
が
篤
く
、
大
日
本
史
料
の
敦
実
親
王
の
項◯198に
は
、
石
清
水
八
幡
宮
へ
の
御
正
体
の

造
立
寄
進
な
ど
の
記
録
を
の
せ
て
お
り
、
国
史
大
辞
典
の
「
小
豆
島
」
の
項
で
は◯199応
永
本
の
『
八
幡
宮
縁
起
』
を
引
い
て
、
延
喜
年
間

（
九
〇
一
〜
九
二
三
）
に
小
豆
島
が
敦
実
親
王
の
所
領
と
な
り
、
延
長
四
（
九
二
六
）
年
に
島
の
西
部
の
肥
土
荘
が
石
清
水
八
幡
宮
の
荘

園
に
割
譲
さ
れ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

　

敦
実
親
王
は
こ
の
よ
う
に
信
仰
心
が
篤
か
っ
た
よ
う
で
、
天
暦
四
（
九
五
〇
）
年
二
月
四
日
五
十
八
歳
で
出
家
し◯200、
法
名
を
覚
真
と
称

し
て
仁
和
寺
に
止
住
し
た
の
で
仁
和
寺
宮
と
い
わ
れ
、
康
保
二
（
九
六
五
）
年
の
寛
朝
僧
正
の
最
初
の
伝
法
灌
頂
奉
修
の
頃
に
は
、
広
沢

の
山
荘
は
移
譲
さ
れ
寛
朝
僧
正
の
伝
領
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
寛
朝
僧
正
の
遍
照
寺
御
念
誦
堂
で
の
伝
法
灌
頂
奉
修
の
二
年
後
、
康
保
四
（
九
六
七
）
年
三
月
二
日
に
、
父
親
の
敦
実
親
王
（
法

名
覚
真
）
は
、
七
十
五
歳
で
遷
化
し
て
い
る◯201。

　

寛
朝
僧
正
の
晩
年
の
活
動
拠
点
と
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
遍
照
寺
と
そ
の
建
立
地
に
つ
い
て
、
そ
の
本
来
の
所
有
者
で
あ
っ
た
と
思
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わ
れ
る
敦
実
親
王
ま
で
推
定
し
て
見
た
の
で
あ
る
が
、
更
に
そ
れ
以
前
か
ら
こ
の
地
は
皇
族
や
貴
族
、
或
は
こ
の
地
の
豪
族
で
あ
っ
た
秦は
た

氏
の
人
達
の
邸
宅
と
し
て
伝
領
さ
れ
て
来
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

寛
朝
僧
正
の
伝
法
灌
頂
奉
修
周
辺
動
向

　

遍
照
寺
諸
堂
を
め
ぐ
る
寛
朝
僧
正
の
事
績
に
つ
い
て
、
そ
の
周
辺
情
況
と
共
に
見
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
寛
朝
僧
正
が
伝
法
灌
頂
を
奉

修
し
て
、
灌
頂
を
授
け
た
と
こ
ろ
が
、
錯
綜
し
て
い
て
わ
か
り
憎
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
の
部
分
を
主
と
し
て
編
年
風
に
ま
と
め
る
こ

と
に
す
る
。

　

な
お
寛
朝
僧
正
か
ら
受
法
し
た
僧
侶
に
つ
い
て
、『
血
脈
類
集
記
』
第
三◯202、『
野
沢
血
脈
集
』
巻
第
三◯203、『
西
院
血
脈
』◯204な
ど
に
は
、
そ
の

僧
名
の
後
に
簡
単
な
略
歴
が
記
さ
れ
て
い
る
僧
侶
も
い
る
の
で
、
参
考
の
た
め
に
記
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

　

さ
ら
に
僧
侶
に
よ
っ
て
は
、『
傳
燈
廣
録
澤◯205』
巻
第
五
に
寛
朝
、
雅
慶
、

極
、
清
壽
、
明
信
、
頼
算
、
覚
縁
、
朝
壽
、
深
覚
等
に
つ

い
て
略
伝
を
の
せ
て
い
る
の
で
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
こ
の
書
に
つ
い
て
は
注
意
を
し
て
見
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

天
暦
二
（
九
四
八
）
年
五
月
九
日　

寛
朝
僧
正
三
十
三
歳　

寛
空
僧
正
よ
り
寛
平
法
皇
の
御
室
を
灌
頂
堂
と
し
て
両
部
伝
法
灌
頂
受
法
。

　

天
暦
四
（
九
五
〇
）
年
二
月
四
日　

父
敦
実
親
王
五
十
八
歳　

出
家
入
道
し
仁
和
寺
に
住
す
。

　

康
保
二
（
九
六
五
）
年
十
二
月
十
日　

寛
朝
僧
正
五
十
歳　

遍
照
寺
御
念
誦
堂
に
て
伝
法
の
大
阿
闍
梨
と
し
て
灌
頂
を
奉
修
す
。

　
　
　
　

受
者
五
人
『
血
脈
類
集
記
』
裏
書
に
あ
り
。

　
　
　
　
　

忠
救
入
寺



五
二

　
　
　
　
　

忠
圓

　
　
　
　
　

增
能

　
　
　
　
　

仁
義

　
　
　
　
　

興
極

　

天
元
四
（
九
八
一
）
年
八
月
二
十
日　

寛
朝
僧
正
六
十
六
歳　

東
寺
一
長
者
に
補
任
、
高
野
山
座
主
と
な
る
。

　

康
保
四
（
九
六
七
）
年
三
月
二
日　

寛
朝
僧
正
の
父
敦
実
親
王
（
法
名
覚
真
）
遷
化
。

　

永
観
元 

（
九
八
三
）
年
三
月
二
十
三
日　

寛
朝
僧
正
六
十
八
歳　

圓
融
寺
供
養
導
師
の
賞
と
し
て
封
戶
百
戶
を
賜
り
、
遍
照
寺
の
理
趣

三
昧
の
料
に
あ
て
る
。

　

永
観
二
（
九
八
四
）
年
十
二
月
二
十
日　

寛
朝
僧
正
六
十
九
歳　

圓
融
寺
真
言
堂
に
て
伝
法
灌
頂
奉
修
。

　
　
　
　

受
者
一
人
。

　
　
　
　
　

雅 

慶
（
九
二
六
〜
一
〇
一
二
）　

天
暦
九
（
九
五
五
）
年　

勧
修
寺
別
当　

寛
朝
僧
正
の
弟　

承
平
四
（
九
三
四
）
年　

奈

良
興
福
寺
の
遍
覚
に
つ
い
て
出
家
。

　
　
　
　
　
　

長
徳
四
（
九
九
八
）
年
六
月　

第
二
十
代
東
寺
長
者
に
補
任　

高
野
山
金
剛
峯
寺
座
主　

東
大
寺
別
当

　

永
観
三
（
九
八
五
）
年
二
月
十
五
日　

寛
朝
僧
正
七
十
歳　

圓
融
寺
真
言
堂
に
て
伝
法
灌
頂
奉
修
。
或
説
に
は
仁
和
寺
圓
堂
院
。

　
　
　
　

受
者
一
人

　
　
　
　
　

極
（

）（
九
八
五
頃
）　

神
護
寺
の
内
供
奉
。

　

永
観
三 

年
（
四
月
二
十
七
日
寛
和
と
改
元
）
三
月
十
六
日　

圓
融
上
皇
（
九
五
九
〜
九
九
一
）
西
山
に
花
見
に
出
か
け
、
寛
朝
僧
正
の



五
三

寛
朝
僧
正
の
事
績
に
つ
い
て
（
四
）

山
荘
で
朝
膳
を
召
し
あ
が
る
。

　

寛
和
二 

（
九
八
六
）
年
三
月
二
十
二
日　

寛
朝
僧
正
七
十
一
歳　

戒
師
と
な
り
東
大
寺
戒
壇
院
に
お
い
て
、
圓
融
上
皇
に
具
足
戒
を
授

け
る
。
法
名
覚
如
。

　
　
　
　
　

こ
の
年
仁
海
僧
正
（
九
五
一
〜
一
〇
四
六
）
東
寺
定
額
僧
と
な
る
。

　

永
延
二
（
九
八
八
）
年
八
月
三
日　

寛
朝
大
僧
正
七
十
三
歳　

圓
融
寺
に
て
圓
融
法
皇
に
金
剛
界
大
法
の
供
養
法
を
伝
授
。

　
　
　
　

八
月
二
十
八
日　

寛
朝
僧
正
遍
照
寺
で
圓
融
法
皇
に
胎
蔵
法
大
法
の
供
養
法
を
伝
授
（
御
念
誦
堂
か
）。

　

永
延
三 

（
九
八
九
）
年
三
月
九
日　

寛
朝
大
僧
正
七
十
四
歳　

教
王
護
国
寺
（
東
寺
）
灌
頂
院
に
て
圓
融
法
皇
に
両
部
の
伝
法
灌
頂
を

授
け
る
。

　

永
祚
元
（
九
八
九
、
永
延
三
年
が
八
月
八
日
永
祚
と
改
元
）
年
十
月
二
十
六
日　

大
僧
正
寛
朝
遍
照
寺
を
建
立
し
こ
れ
を
供
養
す
。

　

同
年　

十
二
月
二
日　

遍
照
寺
灌
頂
堂
に
て
伝
法
灌
頂
奉
修
。

　
　
　
　

受
者
二
人

　
　
　
　
　

済 

信
（
九
五
四
〜
一
〇
三
〇
）　

寛
朝
僧
正
の
弟
源
雅
信
の
三
男
、
叔
父
の
勧
修
寺
別
当
雅
慶
の
も
と
で
出
家
、
東
寺
長
者
、

仁
和
寺
北
院
大
僧
正
、
東
大
寺
別
当
。

　
　
　
　
　

深 

覚
（
九
五
五
〜
一
〇
四
三
）　

済
信
と
同
日
に
伝
法
灌
頂
を
受
法
す
。
ま
た
朝
壽
と
同
日
に
受
法
し
た
と
の
伝
承
も
あ
る
。

双
丘
の
池
上
寺
開
山
寛
忠
に
つ
い
て
出
家
、
禅
林
寺
大
僧
正
、
東
大
寺
別
当
、
勧
修
寺
別
当
、
東
寺
長
者
、
石
山
寺
等
に

住
し
た
が
、
後
高
野
山
に
住
し
て
無
量
寿
院
を
建
立
。

　

同
年　

十
二
月
四
日
遍
照
寺
灌
頂
堂
に
て
伝
法
灌
頂
奉
修
。



五
四

　
　
　
　

受
者　

裏
書
の
「
或
血
脈
云
」
の
分
も
加
え
れ
ば
七
人
と
な
る
。

　
　
　
　
　

清 

壽
（
九
五
九
〜
一
〇
一
六
）　

寛
朝
僧
正
の
室
に
入
り
出
家
、
遍
照
寺
に
住
し
て
遍
照
寺
僧
都
と
称
す
。
東
大
寺
別
当
、

『
弘
法
大
師
伝
』
一
巻
を
撰
述
す
。

　
　
　
　
　

中 
圓　

こ
の
中
圓
の
名
前
は
康
保
二
年
の
遍
照
寺
御
念
誦
堂
で
の
伝
法
灌
頂
の
時
の
受
者
五
人
の
中
に
見
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
重
受
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
神
応
寺
（
宇
多
野
に
あ
っ
て
仁
和
元
年
八
月
十
三
日
に
定
額
寺
と
さ
れ
た
寺
）
の

内
供
。

　
　
　
　
　

明 

信　

東
山
椿
ヶ
峯
の
西
麓
に
あ
っ
た
圓
城（
成
と
も
）寺
に
住
し
た
僧
。
こ
の
寺
は
寛
朝
僧
正
の
祖
父
の
宇
多
天
皇
が
育
っ

た
と
こ
ろ
と
い
わ
れ
、
そ
の
子
で
出
家
し
た
真
寂
親
王
も
止
住
し
て
い
た
。

　
　
　
　
　

雅
守　

東
寺
の
内
供
奉
。

　
　
　
　
　
　

も
と
は
双
な
ら
び
が
お
か
丘
の
池
上
寺
の
寛
忠
に
つ
い
て
出
家
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
　
　
　
　

頼
算　

東
大
寺
。
入
寺
。

　
　
　
　

次
の
受
者
二
人
は
裏
書
に
「
或
血
脈
云
」
と
し
て
出
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

盛じ
ょ
う
さ
ん算（
九
三
一
？
〜
一
〇
一
五
）

　
　
　
　
　
　

清せ
い

住じ
ゅ
う

寺じ

別
当
で
清
住
寺
僧
都
と
い
わ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　

 

こ
の
寺
は
淳
和
天
皇
の
御
願
寺
と
し
て
洛
西
に
建
立
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
今
で
は
不
明
と
な
っ
て
い
る
。
高
雄
寺
別

当
、
東
寺
阿
闍
梨
、
東
寺
長
者
。

　
　
　
　
　

一
道　

東
寺
定
額
僧
か
。



五
五

寛
朝
僧
正
の
事
績
に
つ
い
て
（
四
）

　

永
祚
二 

（
九
九
〇
）
年
十
二
月
九
日　

寛
朝
僧
正
七
十
五
歳　

遍
照
寺
灌
頂
堂
に
て
伝
法
灌
頂

　
　
　
　

奉
修
。

　
　
　
　

受
者
四
人
。

　
　
　
　
　

親
代　

開
田
院
阿
闍
梨
。

　
　
　
　
　
　

開
田
院
は
開
田
准
后
の
住
所
で
、
ま
た
密
嚴
寺
と
も
い
わ
れ
た
よ
う
で
、
寛
平
法
皇
も
住
ま
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

中
引　

池
上
阿
闍
梨
。

　
　
　
　
　
　

池
上
寺
は
双
丘
の
東
側
に
あ
っ
て
我
覚
寺
と
称
し
て
い
た
。

　
　
　
　
　

覚 

縁
（
？
〜
一
〇
〇
二
）　

東
大
寺
で
法
相
を
学
び
、
鳴
瀧
の
般
若
寺
に
住
し
た
。

　
　
　
　
　

安
救　

実
相
寺
の
阿
闍
梨
。

　
　
　
　
　
　

法
蔵
僧
都
入
室
の
資
。

　

正
暦
二 

（
九
九
一
）
年
十
二
月
二
十
二
日　

寛
朝
大
僧
正
七
十
六
歳　

仁
和
寺
円
堂
に
て
伝
法
灌
頂
奉
修
。

　
　
　
　

受
者
一
人
。

　
　
　
　
　

朝
壽
（
？
〜
一
〇
一
七
）　

律
師
。

　
　
　
　
　
　

藤
原
実さ
ね

能よ
し

の
山
荘
を
施
与
さ
れ
て
、
そ
こ
に
徳
大
寺
を
開
創
す
。

　
　
　
　
　
　

圓
融
寺
別
当
。

　

正
暦
三
（
九
九
二
）
年
五
月
一
日　

遍
照
寺
塔
供
養
。

　

長
徳
三
（
九
九
七
）
年
十
月
三
日　

寛
朝
大
僧
正
八
十
二
歳　

遍
照
寺
灌
頂
堂
に
て
伝
法
灌
頂
奉
修
。



五
六

　
　
　
　

受
者
一
人
。

　
　
　
　
　

覚
縁　

永
祚
二
年
の
伝
法
灌
頂
受
者
の
中
に
、
覚
縁
の
名
前
が
あ
り
重
受
と
思
わ
れ
る
。

　

右
の
他
に
『
西
院
血
脈
』
の
寛
朝
僧
正
の
付
法
弟
子
の
中
の
最
後
に
、「
寛
忠
僧
都◯206」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

寛
忠
は
池
上
僧
都
と
い
わ
れ
、
寛
空
僧
正
の
付
法
の
弟
子
に
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
の
寛
忠
は
別
人
か
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
寛
朝
僧
正

か
ら
の
受
灌
の
年
代
も
不
明
で
あ
る
。

註
◯140
『
日
本
紀
略
』
後
篇　
新
訂
増
補
國
史
大
系　

第
一
一
巻
（
オ
ン
デ
マ
ン
ド
版
）
吉
川
弘
文
館　

二
〇
〇
七
年
六
月
三
〇
日
発
行　

一
七
三
頁
四
行
目
。

◯141
『
百
鍊
抄
』
第
四　
新
訂
増
補
國
史
大
系
第
一
一
巻
（
オ
ン
デ
マ
ン
ド
版
）
吉
川
弘
文
館　

二
〇
〇
七
年
六
月
三
〇
日
発
行　

七
頁
一
三
行
目
。

◯142
『
傳
燈
廣
録
』（『
大
毘
盧
無
上
正
宗
傳
燈
廣
錄
澤
』）
巻
第
五　

続
真
言
宗
全
書　

第
三
三
巻　

続
真
言
宗
全
書
刊
行
会　

昭
和
五
九
年
一
〇
月
一
五
日

発
行　

通
頁
二
六
九
頁
下
段
三
〜
七
行
目
。

◯143
『
別
尊
雜
記
』
巻
第
十
九　

大
正
新
修
大
蔵
経　

図
像
第
三
巻　

一
九
〇
頁
（
通
頁
二
四
六
頁
）
上
段　

裏
書
一
三
五
。

◯144
『
山
城
名
勝
志
』
巻
之
九　

新
修
京
都
叢
書　

第
十
三
巻　

平
成
一
七
年
四
月
二
十
日
第
三
刷
発
行　

臨
川
書
店　

四
四
三
頁
下
段
〜
四
四
四
頁
上
段
。

◯145
『
不
動
明
王
』
神
仏
の
か
た
ち
シ
リ
ー
ズ　

第
三
号　

学
習
研
究
社　

二
〇
〇
五
年
五
月
一
日　

第
一
刷
発
行　

三
〇
頁
。

◯146
『
大
毘
盧
遮
那
成
佛
經
疏
』
巻
第
九　

大
正
新
修
大
蔵
経　

第
三
九
巻　

経
疏
部
七　

六
七
八
頁
下
段
一
二
〜
一
三
行
目
。

◯147
『
金
剛
手
光
明
灌
頂
經
最
勝
立
印
聖
無
動
尊
大
威
怒
王
念
誦
儀
軌
法
品
』
大
正
新
修
大
蔵
経　

第
二
一
巻　

密
教
部
四　

五
頁
下
段
八
行
目
。

◯148
前
註
◯147　

六
頁
下
段
六
行
目
。



五
七

寛
朝
僧
正
の
事
績
に
つ
い
て
（
四
）

◯149
前
註
◯147　

五
頁
下
段
二
三
行
目
。

◯150
『
底
哩
三
昧
耶
不
動
尊
聖
者
念
誦
秘
密
法
』
巻
下　

大
正
新
修
大
蔵
経　

第
二
一
巻　

密
教
部
四　

二
一
頁
下
段
一
五
〜
一
六
行
目
。

◯151
『
底
哩
三
昧
耶
不
動
尊
威
怒
王
使
者
念
誦
法
』
大
正
新
修
大
蔵
経　

第
二
一
巻　

一
一
頁
中
段
一
二
行
目
。

◯152
前
註
◯151　

一
一
頁
中
段
二
六
行
目
。

◯153
前
註
◯150　

二
一
頁
下
段
二
八
行
目
。

◯154
『
不
動
使
者
陀
羅
尼
秘
密
法
』
大
正
新
修
大
蔵
経　

第
二
一
巻　

二
三
頁
下
段
一
一
〜
一
二
行
目
。

◯155
前
註
◯154　

二
四
頁
中
段
七
〜
八
行
目
。

◯156
『
聖
無
動
尊
安
鎮
家
國
等
法
』
大
正
新
修
大
蔵
経　

第
二
一
巻　

二
八
頁
上
段
九
行
目
〜
一
六
行
目
に
、
こ
の
後
に
引
用
す
る
部
分
ま
で
が
収
め
ら
れ

て
い
る
の
で
、
次
に
掲
出
し
て
お
く
。

 

「
其
兩
臂
身
俱
摩
羅
相
。
其
身
洪
滿
其
色
如
金
。
頭
髮
左
垂
威
容
極
忿
。
右
持
智
劍
左
執
羂
索
。
坐
金
盤
石
光
焰
熾
然
。
其
焰
多
有
伽
樓
羅
狀
。
此
之
形

像
王
宮
中
置
。
乃
至
百
官
黎

人
民
所
居
莊
室
房
舍
。
皆
於
中
心
取
少
分
處
安
置
此
像
。
其
八
方
鎮
處
卽
作
四
臂
大
嚴
忿
怒
身
。
紺
靑
色
洪
滿
端
嚴
。

目
口
皆
張
利
牙
上
出
。
右
劍
左
索
。
其
上
二
臂
在
口
兩
邊
作
忿
怒
印
。」

◯157
『
御
室
相
承
西
院
流
伝
授
録
』
上
巻　

平
成
十
九
年
六
月
一
日
発
行　

四
一
二
頁
一
二
行
目
。

◯158
『
西
院
流
八
結
』
上
巻　

仁
和
伝
法
所　

平
成
十
九
年
三
月
吉
日
発
行　

四
〇
六
頁
二
行
目
。

◯159
前
註
◯140
『
日
本
紀
略
』
一
七
八
頁
十
二
〜
十
三
行
目
。

◯160
前
註
◯140
『
日
本
紀
略
』
一
七
九
頁
十
〜
十
一
行
目
。

◯161
前
註
◯140
『
日
本
紀
略
』
一
八
三
頁
五
〜
六
行
目
。

◯162
前
註
◯140
『
日
本
紀
略
』
一
七
五
頁
十
八
行
目
。

◯163
前
註
◯140
『
日
本
紀
略
』
一
七
六
頁
四
〜
五
行
目
。



五
八

◯164
前
註
◯140
『
日
本
紀
略
』
一
七
六
頁
五
行
目
。

◯165
『
本
朝
世
紀
』
新
訂

増
補
國
史
大
系　

第
九
巻　

吉
川
弘
文
館　

昭
和
三
十
九
年
十
月
三
十
一
日
発
行　

一
八
七
頁
一
〜
二
行
目
。

◯166
前
註
◯141
『
百
鍊
抄
』
九
頁
二
〜
四
行
目
。

◯167
前
註
◯140
『
日
本
紀
略
』
一
七
六
頁
一
〜
三
行
目
。

◯168
前
註
◯154
『
不
動
使
者
陀
羅
尼
秘
密
法
』
二
三
頁
中
段
一
七
〜
一
八
行
目
。

◯169
前
註
◯144
『
山
城
名
勝
志
』
四
四
三
頁
下
段
〜
四
四
四
頁
上
段
。

◯170
『
受
学
両
部
大
灌
頂
行
事
日
記
仲
草
』
臨
川
書
店　

平
成
元
年
十
月
二
十
五
日
発
行　

歴
代
殘
闕
日
記　

第
三
冊　

巻
九　

こ
こ
で
は
「
沙
門
仲
増
記
（
廣

澤
僧
正
灌
頂
記
）」
と
あ
る
。
三
七
九
頁
一
〜
三
行
目
。

◯171
『
血
脈
類
集
記
』
第
三　

真
言
宗
全
書　

第
三
九
巻　

通
頁
七
三
頁
下
段
一
行
目
の
細
字
二
行
割
書
。

 

『
御
室
相
承
記
』
仁
和
寺
史
料　

寺
誌
編
一　

昭
和
三
九
年
三
月
三
〇
日
発
行　

七
頁
一
三
行
目
に
も
「
已
上
十
七
人
」
と
し
、『
仁
和
寺
相
承
秘
記
』

仁
和
寺
史
料　

寺
誌
編
一　

昭
和
三
九
年
三
月
三
〇
日
発
行　

一
二
五
頁
七
行
目
で
も
「
已
上
十
七
人
」
と
し
て
い
る
。

◯172
『
野
沢
血
脈
集
』
巻
第
三　

真
言
宗
全
書　

第
三
九
巻　

通
頁
四
一
五
頁
上
段
一
五
行
目
。

 

　

こ
れ
で
は
『
血
脈
類
集
記
』
の
十
七
人
に
、
敦
固
親
王
の
二
男
（
三
男
と
も
）
で
池
上
僧
都
と
称
さ
れ
た
寛
忠
の
名
前
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

◯173
前
註
◯171
『
血
脈
類
集
記
』
第
三　

通
頁
七
三
頁
下
段
一
二
〜
一
四
行
目
。

◯174
前
註
◯171
『
血
脈
類
集
記
』
第
三　

通
頁
七
三
頁
下
段
一
五
〜
一
七
行
目
。

 

前
註
◯172
『
野
沢
血
脈
集
』
巻
第
三　

通
頁
四
一
五
頁
下
段
一
行
目
で
は

極
と
あ
り
、『
西
院
血
脈
』
続
真
言
宗
全
書　

第
二
五　

通
頁
一
九
五
頁
上
段

九
行
目
に
は

拯
と
あ
る
。

 

　
『
血
脈
類
集
記
』
に
は
細
字
二
行
割
書
で
、「
或
説
於
二
圓
堂
院
一
受
レ
之
」
と
あ
り
、
仁
和
寺
の
圓
堂
院
で
受
法
し
た
と
の
説
が
あ
る
こ
と
を
記
し
て

い
る
。



五
九

寛
朝
僧
正
の
事
績
に
つ
い
て
（
四
）

◯175
前
註
◯171
『
血
脈
類
集
記
』
第
三　

通
頁
七
四
頁
上
段
一
〜
六
行
目
に
、
金
剛
・
胎
蔵
両
部
大
法
の
伝
授
か
ら
、
東
寺
灌
頂
院
で
両
部
の
伝
法
灌
頂
の
伝

授
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

◯176
『
東
大
寺
要
録
』
筒
井
英
俊
校
訂　

国
書
刊
行
会　

昭
和
五
七
年
一
一
月
一
〇
日　

第
三
刷
発
行　

巻
第
九
「
雜
事
章
第
十
之
三
」
の
「
太
上
法
皇
御

受
戒
記
圓
融
院
」
三
四
〇
頁
三
行
目
〜
三
五
一
頁
一
行
目
。

◯177
前
註
◯171
『
血
脈
類
集
記
』
第
三　

通
頁
七
四
頁
下
段
一
〜
四
行
目
。

◯178
前
註
◯171
『
血
脈
類
集
記
』
第
三　

通
頁
七
四
頁
下
段
一
三
〜
一
五
行
目
。

 

　

こ
の
文
中
の
細
字
の
二
行
割
書
に
依
れ
ば
、
濟
信
で
あ
っ
た
と
も
、
ま
た
朝
壽
と
同
日
に
受
法
し
た
と
も
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

 

　

も
し
朝
壽
と
同
日
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
正
暦
二
年
十
二
月
二
十
二
日
仁
和
寺
の
圓
堂
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

 

　
『
野
澤
血
脈
集
』
前
註
◯172
通
頁
四
一
五
頁
下
段
一
一
〜
一
二
行
目
で
は
、
永
祚
元
年
十
二
月
二
日
遍
照
寺
灌
頂
堂
で
あ
っ
た
と
し
、
濟
信
と
共
に
受
法

し
た
こ
と
に
な
る
。

◯179
前
註
◯171
『
血
脈
類
集
記
』
第
三　

通
頁
七
四
頁
下
段
五
〜
一
二
行
目
。

 

　

真
言
宗
全
書
本
の
底
本
で
は
、
淸
壽
が
淸
尋
と
な
っ
て
い
る
が
、
対
校
し
た
別
本
で
は
淸
壽
と
さ
れ
、『
野
澤
血
脈
集
』
で
も
淸
壽
と
さ
れ
て
お
り
、

底
本
の
写
誤
と
見
ら
れ
る
。

◯180
前
註
◯171
『
血
脈
類
集
記
』
第
三　

通
頁
七
五
頁

 

裏
書
の
部
分
の
八
〜
九
行
目
に
、「
或
血
脈
云
。
盛
算
一
道
此
二
人
。
與
二
淸
壽
一
同
日
傳
二
受
之
一
云
々
」
と
あ
る
の
に
よ
る
。

◯181
前
註
◯171
『
血
脈
類
集
記
』
第
三　

通
頁
七
五
頁
上
段
一
行
目
。

 

「
親
代　
開
田
院
。
他
本
信
奉
阿
闍
梨
云
〻

永
祚
二
年
十
二
月
九
日
星
宿
金
曜
受
レ
之
」
と
あ
り
、
親
代
は
他
本
で
は
信
奉
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
親
代
の
名
前
か
ら
見
て
、
信
泰
と
記
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
。

◯182
前
註
◯171
『
血
脈
類
集
記
』
第
三　

通
頁
七
四
頁
下
段
一
七
行
目
。



六
〇

◯183
前
註
◯171
『
血
脈
類
集
記
』
第
三　

通
頁
七
五
頁
上
段
三
行
目
。

 
「
覺
緣　
律
師
。
般
若
寺
。
左
京
人
。
法
相
宗
。

千
攀
弟
子
云
〻
長
德

三
年
十
月
三
日
箕
宿
水
曜
受
レ
之
。
長
保
四
月
二
十
九
日
入
滅
」
と
あ
る
。

◯184
前
註
◯171
『
血
脈
類
集
記
』
第
三　

通
頁
七
五
頁
上
段　

裏
書
の
一
〜
二
行
目
。

◯185
前
註
◯175
参
照
。

◯186
『
東
寺
長
者
補
任
』
群
書
類
従　

巻
第
五
十
八
経
済
雑
誌
社　

明
治
三
十
一
年
十
月
丗
一
日
発
行　

六
六
二
頁
上
段
一
〜
三
行
目
。

◯187
前
註
◯140
『
日
本
紀
略
』
一
四
七
頁
一
八
行
目
。

◯188
『
扶
桑
略
記
』
新
訂
増
補
國
史
大
系　

第
十
二
巻　

吉
川
弘
文
館　

二
〇
〇
三
年
九
月
十
日　

新
装
版
第
二
刷　

二
五
二
頁
十
四
行
目
。

◯189
『
仁
和
寺
諸
堂
記
』
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所　

史
料
第
三
冊　

仁
和
寺
史
料
寺
誌
編
一　

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所　

昭
和
三
九
年
三
月
三
〇
日
発

行　

一
三
六
頁
九
行
目　
「
円
融
寺
」
の
項
下
朱
書
で
記
さ
れ
て
い
る
。

◯190
前
註
◯171
『
血
脈
類
集
記
』
第
三　

通
頁
七
五
頁
上
段
一
六
行
目
〜
下
段
五
行
目
。

◯191
『
小
野
六
帖
』
巻
第
一　

大
正
新
修
大
蔵
経　

七
八
巻　

続
諸
宗
部
九　

大
蔵
出
版
株
式
会
社　

一
九
九
二
年
七
月
一
一
日　

普
及
版
発
行　

七
九
頁

上
段
七
〜
一
七
行
目
。

 

　

こ
の
印
信
は
前
註
◯158
『
西
院
流
八
結
』
下
巻　

第
七
結
の
中
に
も
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。

 

　

仁
和
伝
法
所
発
行
本
三
五
〇
頁
〜
三
五
一
頁
。

 

　

な
お
同
出
版
本
所
収
の
「
内
秘　

十
九
帖
」
に
も
六
四
九
頁
〜
六
五
〇
頁
に
朝
壽
律
師
の
印
信
と
共
に
掲
出
さ
れ
て
い
る
。

◯192
『
真
言
附
法
本
朝
血
脈
勸
』
続
真
言
宗
全
書　

第
二
五
巻　

昭
和
六
十
年
一
月
十
五
日
発
行　

通
頁
八
頁
下
段
一
〇
行
目
。

◯193
『
小
右
記
』
大
日
本
古
記
録　

小
右
記
一　

岩
波
書
店　

昭
和
三
四
年
三
月
三
十
日　

第
一
刷
発
行　

八
七
頁
一
四
行
目
。

◯194
「
寛
朝
僧
正
の
事
績
に
つ
い
て
（
二
）」
成
田
山
仏
教
研
究
所　

紀
要　

第
三
十
八
号　

平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
八
日
発
行　

六
八
頁
十
七
行
目
〜

六
九
頁
。



六
一

寛
朝
僧
正
の
事
績
に
つ
い
て
（
四
）

◯195
前
註
◯188
『
扶
桑
略
記
』
一
七
七
頁
一
二
行
目
〜
一
四
行
目
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

 
「
○
十
一
月
廿
二
日
乙
未
。
敦
實
親
王
。
今
日
於
二
宇
多
院
一。
加
二
元
服
一
之
由
。
令
レ
奏
二
慶
賀
一。
則
於
二
東
庭
一
舞
踏
。
更
召
二
殿
上
一。
給
レ
酒
一
二
度
。

後
殊
叙
二
三
品
一。
親
王
寛
平
第
八
皇
子
。

贈
后
胤
子
腹
也
。
則
下
レ
殿
拜
舞
。
又
召
給
レ
祿
。
又
下
拜
舞
。
退
出
。」

 

　

拝
舞
は
拝
礼
の
舞
踏
で
、
叙
位
・
任
官
ま
た
は
祿
を
賜
わ
っ
た
時
に
、
感
謝
し
て
礼
を
の
べ
て
舞
う
こ
と
と
い
う
。

◯196
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
二
六　

京
都
府　

下
巻　

昭
和
五
七
年
七
月
八
日
発
行
「
平
安
京
―
条
坊
お
よ
び
官
衙
・
邸
宅
―
」
七
〇
頁
左
段
。

◯197
前
註
◯196
六
九
頁
右
段
三
行
目
〜
四
行
目
。

◯198
大
日
本
史
料　

第
一
編
之
十
一　
東
京
帝
國
大

学
文
学
部

史
料
編
纂
所　

昭
和
十
七
年
二
月
二
十
三
日
発
行　

八
七
二
頁
〜
八
九
四
頁
一
三
行
目
。

◯199
国
史
大
辞
典　

第
七
巻　

吉
川
弘
文
館　

昭
和
六
一
年
一
一
月
二
〇
日　

第
一
版
第
一
刷
発
行　

五
八
一
頁
二
段
「
小
豆
島
」
の
項
。

◯200
『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』
新註
皇
學
叢
書　

第
四
巻　

廣
文
庫
刊
行
會　

昭
和
三
年
八
月
二
十
五
日
発
行　

四
六
頁
に
「
天
暦
四
二
三
出
家
。」
と
あ
る
。

◯201
前
註
◯200
『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』
四
六
頁
に
「
康
保
三
二
二
薨
。」
と
あ
る
。

◯202
前
註
◯171
『
血
脈
類
集
記
』
第
三　

通
頁
七
三
頁
下
段
〜
七
五
頁
下
段
一
一
行
目
。

◯203
前
註
◯172
『
野
沢
血
脈
集
』
巻
第
三　

通
頁
四
一
四
頁
下
段
「
第
十
四
。
寛
朝
」
項
〜
四
一
六
頁
上
段
八
行
目
。

◯204
『
西
院
血
脈
』
続
真
言
宗
全
書　

第
二
十
五
巻　

続
真
言
宗
全
書
刊
行
会　

昭
和
六
十
年
一
月
十
五
日
発
行　

通
頁
一
九
四
頁
上
段
八
行
目
〜
一
九
六

頁
上
段
八
行
目
。

◯205
前
註
◯142
『
傳
燈
廣
録
』
通
頁
二
六
八
頁
〜
二
六
九
頁
。

◯206
前
註
◯204
『
西
院
血
脈
』
通
頁
一
九
六
頁
上
段
八
行
目
。




